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趣旨説明 生活文化と生活財調査

朝倉敏夫

1はじめに

 2002年「日韓国民交流年」を記念して，国立民族学博物館において開催した特別展「2002

年ソウルスタイル  李さん一家の素顔のくらし」は，ソウルに居住する「李さん一家」

の家族成員の生活空間と，韓国社会に暮らす人々の一生を17のトピックスに分けて，現

在の韓国社会の生活文化を表現した。

 この特別展を総括，評価しようとすれば，大きく三つの次元から行うことができよう。

第一は，特別展の目的とした目韓の相互理解にどれだけ資することができたかである。第

二は，展示の次元である。展示学および博物館人類学の立場からの総括，評価である1）。こ

れには展示，資料（映像資料を含む）の収集，保存，社会教育のほかに，「みんぱくシヂャ

ン（市場）」「みんぱくマダン（広場）」といった関連事業，広報活動なども対象とされるだ

ろう。そして，第三は，研究の次元である。

 本シンポジウムでは，この特別展を第三の研究の次元で総括，評価しようとするが，

それは同時に，今回の特別展を通して，韓国研究および民族学にどのように貢献できた

かを検証し，さらに今後の研究への指針を見つけだすものとしたい。

 今回の特別展では，展示のための基礎研究として，ソウルに居住する一家族を対象と

した生活財調査を行った。この「李さん一家」の三千数百点におよぶ生活財調査のデー

タ，およびそれに基づき収集された資料は，展示において最大限に活用され，現在のソ

ウルに居住する一家族の生活財の記録であり，将来に向けてタイムカプセルとして保存

される。しかし，これら貴重なデータ，資料は，展示，記録・保存に終わらせずに，研

究に活用することが望まれよう。

 そこで「李さん一家」の生活財調査によって得られたデータを中心に，韓国の物質文

化研究者を招き，本館共同研究「韓国現代生活文化の基礎的研究」の共同研究員ととも

に，韓国社会における生活財調査による生活文化研究について議論してもらうことにし

た。

 韓国からは，チプ（イエ）研究の方法論と民俗誌の新たな記述方法を模索していた物

質文化研究者に来ていただいた助。日本側は，現代韓国社会における生活文化の研究を目

的として組織した本館の共同研究「韓国現代生活文化の基礎的研究」のメンバーに参加

いただいた3）。彼らには，今回の特別展の展示について，その助言および図録の執筆を担

当していただいた。

議論に入る前に，本シンポジウムの趣旨を述べるにあたって，まずは研究対象として
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の「生活文化」と研究方法としての「生活財調査」という用語について，簡単に整理し

ておこう。

2 「生活文化」 研究対象として

 まず，研究対象とする「生活文化」という用語である。この用語は，まだ辞書，事典

などに独立した項目はなく，一般に明確な定義が示されていない。例えば，国会議員で

つくる超党派の音楽議員連盟がまとめて国会に提案した「文化芸術振興基本法」では，

芸術，芸能などのほか，「生活文化（茶道・華道・書道）」「国民娯楽（囲碁・将棋）」「身

体文化（武道・相撲）」を対象分野とするとしているが，ここでは「生活文化」は，茶道，

華道，書道を指している。

 では，この用語が使用されたのは，いつ頃からであろうか。戦前は，文化の向上，発

達，文化価値の実現を人間生活の至高目的とする「文化主義」の立場から使われていた4）。

しかし，圧倒的には，戦後，それも近頃になってである。もっぱら消費の局面が中心と

なり，「生活＝衣食住～消費生活～暮らし」と捉えられている。

 この用語はまた，近年になって「生活学」「生活文化論」といった用語が大学で学科名，

科目名として使われ始めた。そこには「家庭生活は地域文化の問題であり，地域文化は

国家や国際社会の問題である。人間と文化の視点から生活を，生活から現代社会をとら

える視点が現在求められている」（河合利光編1995『生活文化論』p．iii建皐社）といった

背景があろう。ことに「生活学」「生活文化」学部・学科への改称は，従来の家政学部・

学科からのものが多くみられる。また，家政学会でも「生活学」「生活文化論」という分

野が市民権を得てきている。生活の物質的な側面の理化学的研究に傾斜してきた家政学

では，多様化し複雑化した現代の生活に充分には対応しきれず，生活の社会的および文

化的側面の研究をとりこむという姿勢の現れであろう。

 こうした大学でのテキストに書かれる「生活文化」の概念やその内容はどのようにな

っているだろう。多くの場合，「生活文化」は，「生活」と「文化」の二語から，その意

味を規定しようとしている9。例えば，吉野正治は「衣食住，育児，家庭経営の仕方から

自由時間の過ごし方までを含む生活の局面にかかる文化，そして文化とは特定の社会の

人々によって習得され，共有され，伝達される行動様式ないし生活様式の体系」（目本家

政学会1991『生活文化論』p．2朝倉書店），寺出浩司は「生命と文化の統合体としての人

間生活そのもの」（寺出浩司1994『生活文化論への招待』p．47－48弘文堂）と規定する。

また，：石川実は「人類学者の文化の概念を参照しながら，文化内容を具体的に類別し，

その上で文化一般のなかでとりわけて「生活文化」と呼ばれる領域をもう少し吟味し，

具体化して囲みこむことで，生活文化の内容を示す一つの指針を提示している（石川実・

井上忠司1998『生活文化を学ぶ人のために』世界思想社）6）。
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 さて，「生活文化」という用語は，英語に翻訳するとどうなろうか。直訳的にLi鉛Culture

あるいは，Living Culture， Everyday L漉CulU】reとすると，ここで議論される「生活文化」

という語とは語感が違うようである7）。ところで，日本語を英語訳するのではなく，英語

の日本語訳であるが，ユリウス・リップスの『The Origin ofThings』というタイトルの本

が『生活文化の発生』と翻訳されている（大林太良・長島信弘訳1964，角川新書）。こ

のthingS，すなわち「もの」を生活文化と翻訳したことは興味深い。生活文化の研究は，

「もの」の研究と密接な関係をもっからである。

 「もの」については，文化人類学の立場から編集された『「もの」の人間世界』（1997，

岩波書店）という著作がある8＞。その序「ものと人から成る世界」で，内堀基光は次のよ

うに述べている。「回顧的にいえば，家屋の造り，人びとの着ているもの，食べ物からは

じまるこれらのいわゆる『物質文化』は，文化人類学と民族学にとって古くから中心的

課題であった。『もの』は文化を構成する中核とみなされていたのである。こうした見方

は世間一般における『文化』という言i葉の理解とそう隔たってはいない。だが，．おそら

く1960年代以降の文化人類学においては，文化にとって構成的なものとしての『もの』

という観点は，消え去ることはないまでも，はるか後方に押しやられてしまったように

みえる。その原因としては，いっぽうには人類学における部下概念の抽象的洗練化があ

り，もういっぽうには世界大に展開した文化の  とりわけ「もの」の文化の  均

質化という現象がある。文化概念の洗練化によって「もの」は見えざる文化システムの

単なる乗り物のようにあっかわれ，また文化の世界的均質化にともない，ローカルな物

質文化の魅力は急速にうすれてしまったのである。このふたつの原因を関連づけていえ

ば，そこには有効性を失った『もの』的な文化エッセンシャリズムから抽象的コード体

系としての文化エッセンシャリズムへの転換があったということになろう。今われわれ

がふたたび『もの』へと視線を向けようとするのは，けっしてかつての『もの』的エッ

センシャリズムへと回帰しようとするからではない。それどころか人間世界における『も

の』は，ほかのなによりも否定しがたいかたちで文化の境界を越え，しかもそれでいて，

既存の文化境界を越えるときには，すくなからぬ意味の変容をこうむっていく。こうし

た『もの』の特性を認識することによって，人間文化というものの，混血的でありなが

ら個性化を内在する成り立ちの様相を探ろうとするのである。世界的規模での消費社会

の出現をまえにして，あらたな意味での『物質文化』への接近が招来されているのだ

（Joumal of Mate畑Culture，1996：創刊号巻頭言参照）」（内堀1997：4－5）とある。すな

わち現代社会における「もの」研究の新たなアプローチの必要性が述べられている。そ

して，私たちの展示も，こうした脈絡の中で考えられたものである。

 以上，「生活文化」という用語に着目して，日本における「生活文化」の研究，それと

関連する「もの」，物質文化の研究の動向について概観してみた。

 では，韓国の状況はどうであろうか。私の知る限りでは，1990年代以降に社会史，生
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活史への関心が高まり，1995年前後から関連書籍が多く刊行されるようになった。また，

物質文化に関しても，1997年に生活民具学会が発足し，機関誌『生活民具』が刊行され

はじめた。今回のシンポジウムにおいて，韓国の状況について紹介していただければと

思っている。また，韓国語でも「生活文化」という用語がそのままに通用されると思う

が，韓国ではどのように概念を規定し，あるいはその用語が示す内容について，お教え

いただければと考えている。

3 「生活財調査」 研究方法をめぐって

 今回の展示の基礎となったのは生活財調査である。そして，この調査法の背景にある

のが考現学である。

 日本の都市社会の近代化が本格的に進んでいった1920年代，急激に変化していく都市

風俗の調べものを始めた今和次郎が，一連の調べものに対して考現学（Modemology）と

命名したのが，1927年の「しらべもの展覧会」においてであった。「この展覧会は，ここ

三年間私達のやった仕事の展示です。かかる仕事を私達は仮に考現学と称して，考古学

でやる方法を現代に適応してみているのです。即ち現在眼前に見るいろいろのものを記

録し，そのしらべの方法をどうやったらいいかに就いて努めている次第です」（今和次郎

『考現学』p．495ドメス出版）と，考現学は生活の調べものの方法として，まずは考古学

との対比のなかで構想された。

 今和次郎は，街頭での風俗に関心を向けるとともに，家庭内の生活財にも目を向けて

いる。「下宿住み学生持物調べ（1）」（25年），「同（H）」（25年），「新家庭の品物調査」

（26年）にまとめられていった家庭内もちもの全品調査がそれである。「その人の所有品

はその人の生活全部の背景をなしている」（今和次郎1926「新家庭の品物調査」）として，

その全品を調べあげることによって，その人なり家庭の生活上の性格や傾向を明らかに

できるとし，各地方あるいは各階級についてこのような調査を積み重ねていけば，各地

方そして各階級の生活ぶりの違いを具体的に浮かび上がらせることができると主張した。

 こうした今和次郎の考え方を展開させたのが「生活財生態学」である。この調査法を

主導した疋田は，「『生活財生態学』という名前をつけて，われわれが現代日本の生活に

ついて共同研究を開始したのは，1975年の3月であった。『生活財』とは，生活のために

人びとが所有しているモノのことである。農村や漁村であればその中に生産財も入って

くるであろうが，われわれが調査対象にしたのは現代都市家庭であるから，この場合ほ

とんどすべてが消費生活の道具である。当初われわれは，家庭に入ったあとの商品，と

考えたが，家庭に入ったあとは『商品』と呼ぶのがそもそも矛盾であろう，とべつのよ

び方をすることにした。『家財道具』とか『持ち物』とか，いろいろ考えたが，消耗品か

ら耐久品，大きな物から小さな物まで，すべての家庭生活用品を包括する概念として，『生
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活財』と呼ぶことにした」（疋田正博1986「モノから暮らしを見る」中鉢正美編『生活

学の方法』p．151）という。その成果は，『生活財生態学  現代家庭のモノとひと』（商

品科学研究所＋CDI1980）などとして刊行されている。

 この生活財生態学では，その目標は，階層や地域におうじた日本社会の平均的イメー

ジを抽出することにあった。しかし，今回の特別展の基礎となった「李さん一家の調査」

は，それとは違った目標が設定された。この調査を行った佐藤は，「生活財調査の目的は，

人間が行きてゆく過程で身のまわりに集めたものを可能なかぎりしらべあげ，そのひと

つひとつに持ち主のこめた意味をあきらかにしてゆくことにあった。つねに個性的な存

在として人間を描こうとした今和次郎の原点にふたたびたちかえったといってもよい」

（佐藤浩司2002「生活財調査一ものはなにをかたる」朝倉敏夫・佐藤浩司編『図録

2002年ソウルスタイル』pp．104－105）と述べる。

 そして佐藤は「展示のテーマはずばり『韓国』と『家族』。  中略  家族のひと

りひとりが固有の時間と空間をもち，アパートの部屋をたがいの結節点にしながらまわ

りの世界にのりだしていく。そのような関係のもちようを，韓国でも日本でもない，と

もにおなじ現在をあゆむ『家族』とみなそうとした。文化や民族について論じるまえに，

自分について知りたい，身近な人間について知りたいとのぞむ。そこから個々人の問題

を組み立ててゆく以外に，未来にひらかれた異文化理解はないのだとおもう」（佐藤浩司

前掲書p．15）と述べている。

 「李さん一家の調査」は『家族』をテーマとして展示し，また議論するには，これま

でに例をみない成果をもたらしたといえよう。しかし，もう一つのテーマ「韓国」につ

いて，この「李さん一家の調査」を活用するには，さらにさまざまな角度からの指摘，

議論が求められよう。今回のシンポジウムの目的は，「李さん一家の調査」を韓国研究に

どのように活用できるか，その道を探ることにある。

4シンポジウムでの議論

そこで，今回のシンポジウムでは，以下のような点について議論したい。

1）「李さん一家」の調査デ緊タの相対化

 今回の調査から何がわかったのか，韓国研究者による韓国の他の事例との比較を通し

て，さらに深い洞察をすることができよう。また，そうした議論をふまえて，今回の調

査をさらに継続的に行うことによって調査データを充実させることができるにちがいな

い。

2）生活財調査と韓国社会研究
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 「李さん一家」の調査の有用性と限界を明らかにする。そのことによって，今後の韓

国社会研究における生活財調査の参考とする。また，例えば階層や地域に応じた韓国社

会の平均的イメージを抽出する韓国版「生活歯生態学」調査の可能性も検討できないか。

3）グローバル化と生活文化

 現代は，働くことで自身の生活を充足させれば済む時代ではなく，産業化による環境

破壊，資源の枯渇など地球規模の変動が直接的に日常の生活に影響を与えかねない。し

かも，その生活は他国との間に複雑に張り巡らされた相互依存のネットワークの上に築

かれており，他国の情勢が自国の生活に深刻な影響を与えることもある。人間と文化の

視点から生活を，生活から現代社会をとらえる視点が求められそいる。こうしたグロー

バル化の中にある大衆消費社会における生活文化をどのように捉えていくか。ことに，

サブカルチャーを中心にハイブリッド化が進む目本と韓国，両国の文化を従来の二項対

立とはちがったモデルで捉えることが，今回の調査を通して検証できないか。

 最後に，本館の雑誌『民博通信』に，国立歴史民俗博物館の篠原教授が博物館で行わ

れる研究を「を」と「で」と「も」の三つに分類している9）。「を」の博物館研究とは，

まさに博物館そのものを研究する立場。「で」の博物館研究は，最も中核的なもので，こ

こで中心となるのが広義のモノ資料である。そして，「も」の研究は，博物館のスタッフ

になってから，博物館資料「も」使ってなんとか博物館らしさを糊塗するしかない研究

である。私自身は，まさにこの第三の立場にあり，モノ資料とはきわめて遠い存在にあ

ったが，常設展のリニューアルから今回の特別展へと，モノ資料に近づき，モノ資料「も」

研究するようになった。モノ資料を通して生活を，そして生活から現代社会をとらえる

視点が求められていると考える。

5おわりに シンポジウムの進め方

 シンポジウムは議論を深める場にしたいと思う。一つのセッションを60分とし（休憩

時間まで組み込めば10分くらい延長可），発表者は，話題提供の形で20分程度の発表を

し，残りの時間で討論できるようにする。

 座長は討論を深められるよう議論を整理しっっ進行する。議論の時間が足りなければ，

総合討論にまわすことにする。

 参加者は，時間の都合などで，その場で話せなかった意見，質問や，総合討論で議論

すべき項目について，用紙を用意するので，それに記入の上，提出する。

 では，活発な議論をお願いします。
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注

1） 「展示の評価  2002年ソウルスタイル」は，2002年10月16日の本館研究懇談会において

  行われる予定である。

2） 「チプ研究会」は，今回の特別展を契機として，日本の生活財生態学を韓国に適応させ，韓国

  の生活文化を研究するための集まりとして2000年7月に結成された。その名称の由来と活動は

  以下のようである。

   韓国語の「チプ」という言葉は，おおむね二つの意味をもっている。まず寒さや暑さ，風雨

  などをよけるために建てた物理的構造物を示すとき使われる。もう一つの意味ではチプは人が

  成し遂げる最も最小限の単位である家族が生活する空間である。したがって「チプ」は家族を

  入れる単純な物理的構造物であるのみならず，家族が属している文化の多様な姿を反映してく

  れる文化的空間である。すなわち「チプ」は住まい（housing）という建築物と，その構成員を

  示す鳶口集団（household）を同時に意味する言葉である。

   したがって「チプ」についての研究は，物理的構造物であるチプとその中のもの，そして家

  口集団の暮らしについて総合的に調べることができる長所をもっている。同時に従来服飾学，

  食品学，建築学，民俗学，人類学などで各自の視角で研究してきたチプについての研究傾向を

  一つの三次元的な空間の中に総合化できるようにするためには「チプ」という用語が適切だと

  考える。またミクロ的な生活文化についての研究でも，「チプ」という主体が社会を構成してい

  る最も基礎となる単位という点でも有用な研究対象になる。「チプ」と関連した学問分野の研究

  主題には，おおむね衣生活，食：生活，住生活，家族関係，宗教信仰，儀礼生活などがある。と

  ころでチプという空闇の内で家口集団の構成員たちはこうしたそれぞれの生活を同時に運営し

  ている。したがって「チプ」についての総体的な研究のためには，上の研究主体と関連した学

  問が学際的研究をする時のみ正しく研究できる。

   そこでチプ研究会は，チプという空間の内で【空間＋人＋もの】の文化的メカニズムがどの

  ように相互作用するのかについて主に研究した。チプ研究の最も基礎的な学問傾向は人類学と

  民俗学が堅持する且eldworkを通してである。特に同じ文化圏あるいは異なる文化圏の間の類似

  したり相違するチプについての【空間＋人＋もの】を通した比較研究は，特定のチプが属する

  文化圏の社会文化的意味を明らかにするのに適切な研究方法と信じる。ことに五eldwork資料を

  前におき，共同で分析する作業は「チプ研究会」がもつ最も大きな長所の一つである。

3） 共同研究会「韓国現代生活文化の基礎的研究」の目的は，以下のようである。

   これまで日韓両国の間では，それぞれの歴史文化の研究はおこなわれてきたが，現代社会に

  おける生活文化の研究，および理解はほとんど進んでいない。2002年が両国政府によって「日

  韓国民交流年」と規定され，この年に本館と韓国国立民俗博物館が相互に生活文化展を共同開

  催することは，日韓両国の文化交流と相互理解にとって意義深いことである。本研究は，この

  展示のための基礎的研究を目的としている。同時に本研究は，韓国社会における高度経済成長

  下の人類学的研究，および「もの」を通してみた朝鮮民俗文化という，これまでの本館の共同

  研究の成果をふまえて，現代韓国社会の生活文化を，衣食住を中心として多角的な方向から調

  査・記録し，従来にはなかった韓国社会研究の基礎的データベースを構築しようとするもので

  ある。このことは目韓両国の生活文化の同質性や異質性を明らかにするとともに，韓国社：会に

  おける日本大衆文化の開放をはじめとする日韓両国間に横たわる文化的諸問題に対して，新た
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4）

5）

6）

7）

8）

な視座を求めることができると考える。

シンポジウムにおいて，李文雄教授より，「生活文化」という用語について，三木清が昭和16

年1月の『婦人公論』に「生活文化と生活技術」というタイトルで文章を書いているというこ

とを教えていただいた（『三木清全集』第14巻，岩波書店，1967に所収）。

 「生活」という言葉を辞書で引くと，生きて活動すること，生物が生きていく日常の営みとい

う意味と，くらしをたてることという意味がある。すなわち，前者は「生きている」「たくまし

く生きてゆく」というように基本的欲求に対応する生理的部分であり，後者は「うまく生きて

ゆく」「よく生きてゆく」というように文化的欲求に対応する社会的・文化的部分をもつ。人間

の生活は，この二つの要素の統合体である。「生活文化」という用語は，「生活」という言葉の

中に取り込まれている「文化」の要素を強調したもの，あるいは「文化」を生活の社会的・文

化的側面を指すものとすれば，それは「生活」における後者の意味と同義になってくると考え

られる。

 一方，「文化」という言葉は，文化人類学においては「生活様式」を総称して用いられること

が多いが，用い方にはいくつかρ種類がある。第一のものは包括的な捉え方で，「社会の成員と

しての人間が獲得した知識，信仰，道徳法，慣習その他あらゆる能力と習慣を含む複合的な

全体のことである」というタイラーの古典的な定義に遡る。その後，このタイラーの定義を「文

化の財産目録の羅列にすぎない」と批判し，「文化は歴史的に創造された生活様式である」とみ

たクラックホーン，文化の機能分析をおこなったマリノフスキーやラドタリフ＝ブラウンらを経

て，多くの人類学者たちによって「文化」の分析が行われてきた。そこには，包括的な捉え方

以外に，文化を自然環境に対する適応体系として見る捉え方，文化を観念体系として捉える立

場，文化を象徴体系として捉える立場などがある。ここではこれについてはふれないが，「生活

文化」の用語が使われる時は，もっぱらタイラーやクラックホーンの定義を借用し，包括的な

捉え方で文化を捉えているようである。

石川の提示した「生活文化」の具体的内容は以下のようである（石川実1998＝11）。

（1） 非形象的生活文化：①地域独特の土着思想，②国語・方言（単語）・イントネーション，

  ③土着信仰，④生活の知恵，⑤技能・芸能・舞踊（形象化された作品を除く）

（2） 形象的生活文化＝（2）一1身体的形象＝①自己表現としての身体加工（たとえば，化粧），（2）一2

  表象的・造影的・造形的形象＝①民謡，②工芸品，③道具，④工具，⑤建築物など

（3） 制度的生活文化：①ジェスチャーや身振り，②行動様式（歩き方，座り方，視線など），

  ③日常的慣習（たとえば，一日に何回の食事を摂るのを通常とするか，画材の選択，調理

  法，使用食：器，盛り付けなどの供し方，食べ方，衣材そのほかの着装材や寝具の選択，裁

  ち方，縫い方，仕立て方，着装の仕方，居住様式など），④マナー・エチケット（挨拶な

  どの礼儀作法，贈答習慣，年中行事，通過儀礼，冠婚葬祭行事とそれに伴う贈答儀i礼など），

  ⑤おとなや子どもの遊びに関わる習慣，⑥関係様式（協力・協働様i式，上下関係，対面的

  関係における物理的距離や位置のとり方，感情表現のパターンなど），⑦地域内や家庭内

  における地位配分と役割の設定，⑧組織化の原理や集団の形（家族関係や家族構成の形や

  運営方法），⑨地域共同体構成の形や運営方法，⑩種々の集団など

 今回の特別展においては，「みんぱくシヂャン」「みんぱくマダン」も含めて，こうした様々

な内容をもつ「生活文化」の展示を試みた。

Minpa㎞Anthropology Newsle賃erの本シンポジウムの紹介記事では， qugtidian cultureと訳した。

民俗学の立場からも最近，印南敏秀・神野善治・佐野賢治・中村ひろ子編『もの・モノ・物の
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朝倉 趣・

  世界一新たな日本文化論』雄山閣，2002年が刊行されている。

9）篠原徹 2000「ミュージアム・ショップの考現学」『民博通信』88：4－20。
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朝倉 季1入隈理

引刃動乱：咽塁｝呈糾斗～理熱球王入ト

朝倉敏夫

1司司書

 2002唱「望魁民望丑小伝胡」暑フ1碧糾α1，薯豊司1刈刀詞妊与里石 「2002望

一二と1斗望一〇1組層層引到磐碧曇01暑銀芒ユ朝呈」セ，刈畠司1山手苛セ ro1

越層唱 魁フ臼到升尋子層下潮想豊島え｝叫，引回剋暑日計暑177舜到 豆潮立呈

弓午（オ観ス“釧を号入国釧想戦｝糾｛垂豆電鼠叫．

 01耳望週日一塁｝喫遡フド∋ヨ翔λ11叫ズ1対組立呈叫午明望幽曽今銀じ｝．裂剋舛セ

尋一週到昇司一望邊打点堂01胡611望叫魁吾71司同断升州銀u｝．早剋瑚セ週入1到

ヌ｝一風。1u｝．｛｝石入1叫喫叫聖｝剋昇忌日を幽囚釧考暑遡フ回u｝’）．・1唄｛≧石入1

台目（曽醤スト豆暑亙屠）釧今臥旦暑，λ国丑葺喫「三三入1を」，「・」叫叫号」号潮

轡a入ト（引延里暑暑号王州甘言暑・取｝珠ユ司エ禰曲蝋…望子ヌド遣。1叫．

 甚噌王ズ1苦一二モ∋01司を耳遇週｛｝刈3下民魁州刈尋豊，瑠7｝掛司エ苛モ∋司，ユ

唄喜暑山回10恒1山添苓暑暑湿重｝号望子喫剋尋叫刷明u糧｝暑剋。1記号融フ匿

石｛｝古圏し｝oト井望立枠釧曽辛ズ1苓01望・三三モ∋刈71井望今銀71白雨畳じ｝．

 01剋二一官司刈セ週入1暑羽重｝フ1茎望子一当刈一列囚手苛セ望フト占冠州杢｝立呈

想暑刈呈入屠・塩入一二．。1司重｝「。1唱・口唱望フ臼潮廿週台詞・⇒相司1。1旦芒咽

書昭々朴司。1司喫ユ州叫喜牛剰スト豆王冠入回1司司を暑暑肩三皇明，竜ス“刈苦

司1囚立言㍗四望7隣回想二二71号。｝71呈出叫．ユ転回スト量セロ圖暑♀1妊ε｝（召出告

呈素見豊瑚・斗ス回圧竜剤入1，71尋・豆香皇呈純毛ゼ凌。1。糊珠望皇国斜望子州

司鼎墓｝薯入山し｝7ト。ト製・参！011斗．

 01遇づ」日日｛｝州・康∋rb1組層1召望7臼91想墓｝刈呈入ト611釧δ湘望σ握1日10旧｛｝

吾唱立呈耐号釧凡手暑糾望子ス陪主q1糾φ，喜｝苦暑望子「をテ竜剛三悪｝糾到

71主揖q子」到初号望子組暑斗屠刎魁号朴晶晶～燵鋪至入回到妊想塁｝暑気

望〒・6珊司司セ法言レ1呈さ｝飯亡｝．

 駐号司レ三三沼望〒・91三唱忌叫剋舎祁辣入刊呈金7ト書曽唱薯ヨ剤掛ユ銀芒暑召暑

糾望子ス匿茎恥レ1呈三皇司2），望暑司囚セ竜司魁号入圃釧槽駅｝糾望子暑昇瑚皇

呈王司宅喜普暑暑望干「魁号竜司・理転｝糾釧7怪司q子」咽川升看フ同銀叫3）．・甘

等q子スト司囲・博昇盟週朔豊碧王q二三列三尋唱週暮早軒糾フ1呈蝕叫．

 芒釧州望刈薯碧王刈苦到剰ス隠芒苛く芒司叫銀司♀組望子q1な立呈刈釧「想

駅葬｝」舛望子射引立呈刈潮「想塁｝刈墨入二部ユ言ドヨ暑明司1瑚司社豊司碧司司早

エスト魁叫．
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2 「碧暑｛｝糾」 q子t羽な立山刈

 ♀層望子三二立呈刈釧 「咽塁｝下下」叫セ暑明升銀叫。01吾明丁子組野州暑唱瑚

司銀モ∋三号oloト初学望肚司旧刊噌屠妊層到升倒司銀ズ1蓄叫．剣暑暑（判号潮到

望男茎ぽ叫告叫到組q咽。1閣司言団尋司d1刈勉を1四脚（引含物恥71喜唱」司囚

壱，剣含，明1岩01斜611「丁目｝呈司・（茶道・華道・書道）」，「号望皇叫（叫号・を71）」，「忍

刈暑糾（早三・ム且）」暑ql想’薯叶呈苛エ銀立刀，明71刈釧「層暑甚糾」セ茶道・華道・

筈詔暑井旦ヲ1エ銀叫．

ユ馨τ樋。1｛｝・取ト入ト8国71入1冬｝司ゼ交芒・～i門門日望祷．刈2ヌ圃刈司旭野州丁

丁三脚，唐望，呈糾升ス1釧唱翌暑剋社三碧到ズ1エ昇司立呈司セ「甚酔到」唱を（¶刈

入陪瑚銀字4）．ユ口耳刈2三州図圖石早，ユ環三司モ｝明1（甘三司2呈入興司（刃ス1エ門門

早唄旦亡｝杢日1号qo1吾層01岡明 「想暑 謂 到剤雫～即日1想書～計（想豊）」呈刈

コ桝瑚σ1ス1エ気叫．

 01書喋……E重｝溺モ二四「想暑叫」，「凹凹｛｝糾書」01叫凹凹（判呈閉口1司’釧脅斗噌，

斗昇月刊呈必明刃フ1刃4餓じ｝。 囲71輔セ「フ困半弓二丁明甚糾到｛｝刈01司，

囚9呈糾セ 号7ト≦斗 三門朴司到 暑刈01叫． 望社叫 暑糾到 入1弘治刈 想暑書，

想豊呈早日 電司朴司暑旦ゼ入困01遇ス刊豆子瑚（判ス1エ・銀τ｝」（河合利光編1995

『胡暑｛｝二丁』P．iii建畠社）ヨ耗…朗瑚01銀7｝剛暑望唄01u｝．昇司 「想暑軒」，

「碧響｝糾」叫早・軒斗朔1到7梱芒秀洲斜「フ｝引子早・軒斗6刊刈日1昊宅ろlo1畏u｝。

空をフ困重国姻三「想暑軒」，國暑呈鞭｝」。1叫セ七｝・國入偲挫｝望ユ銀u｝．

耐暑釧暑・門司剋斉週釧01糾司・引q子明1判♀剥淵口唱フド習司・薯叫磐糾qo1ズ1エ尋

条｝言胚1竜司三二州暑門司q陪一言レ『昊聾唱暑エ司司一明，碧暑釧亙司瑚喫｛｝司尋

尋望潮望子州糾引言トエ叫掛セスト刈1暑旦olエ銀壱唄。1叫．

 01皇｝を｛≧司二月司ム豆州埜α個朗∋「碧書岳糾」7肩冒斗二刀｛｝明唱環望外．

司早甚到層♀，「四駅｝糾」モ「想豊」斗「是糾」叫ゼ早7閥到・1呈ギー司肝慰琳判

淵気叫5）．叫暑暑明吉野正治セ 「斜国手，昇叫，7困閉門釧噛上司囚二一スト♀入レを

暑旦川壱唐唱叫ズ1二王督苛セ想暑テ唱州01旦セ岳料，ユ司ユ暑尋セ昇園朴司到

朴曽号州門司告嘗項（判ズ1エ暑曾，剤豊瑚セ謝暑判司瑚ズ1想暑誓功臣ヌ梱1」 （望薯

フp9司’司1991『想望｝｛｝糾喜』p．2朝倉書店），寺出浩司セ 「斗星コ｝｛｝糾到誉脅山岡刈

釧望先月暑ユス圃」（寺出浩司1994『想暑｛｝二二州男茎囲』p．47－48弘文堂）呈子園

をU｝．空上石川実地「二二叫ス閣｛｝糾7帽温室｝呈古樫圖暑糾瑚喜音子刈揖立呈甚

昇重｝卒，呈糾望畳勉叫刈昇司 「想暑甚糾」呈暑司モ∋閣曽暑王君司音ロ1苛α｝子

刈糾入1宅立呈刈想碧暑三川薯含峠1斗三三糾し｝潮ス1司書刈入1苛エ銀叫（石川実・井

上忠司1998『咽碧｛｝糾暑日刊♀コユスト言トモ三人ト曽暑♀；言ト（同』世界思想社）6）．
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朝倉 剰入陛署

 ユ馨叫唱「想暑暑叫」叫計時明明‘習（判司剋曽口唱（判馨刃1叫号望今汐止）外．司『

耐雪旦Li角Culture里モ∋Liv血g Culture， Everyday Lil陀Cultureし十（1171入1告到さトモ∋ 「碧暑モ｝

糾」書噌｝セ・躯｝・1暑司祖｝7）．ユ碧望喜明暑（訓呈堪蠣｝唄・1叫1d，嚇判暑望

喜（＞i呈蔦旦く彗重｝ろ！（川Julius． E． Lipes≦月 ‘‘Tke Ohgj㎞ofTh血gs”モ1｝モ三正斗01暑・91酬01 「ノ理暑

｛｝糾月栄想」立呈堪明瑚明銀叫（大林太良・長島信弘訳1964角川新書）．・明71刈

Things，奇「入ト暑」暑鳶職｝糾心置舶重｝碧01取口1暑1斗．碧書呈糾望〒セ「入｝暑」望

子斗降口を普刃1暑多き71剛｛｝01亡｝．

 「入陪」明1 州δη刈ゼ ｛｝重｝皇1昇司・釧 望そ｝司囚 畔引望 『「入ト暑」到 唄え｝禰刃1』

（1997岩波書店）司÷∋刈刈周忌叫8＞．ユ刈刈染絹そ｝司1告「朴暑斗朴曽皇呈01早明封

着レ引」呈刈，内堀モ∋亡陪一斗を◎1刈金羽司銀叫．「到エ司立呈．畳を叫屯，フト北野タセ望，

入㌃曽号01瑠エ銀モ∋臭，告寸書日1昊重｝01司重｝『暑懇｝糾』モ∋暑潮干昇司・斗江崎司一万

言三和吾頽瑚剋斗刈鍛1斗．『入ト暑』oR｝糾可動想古ド三奇計皇量イ｝手周明判司唄011斗．

ol司尋旭司モ∋狂言望魁潮『呈叫』叫ユ苛セ畳：叫ユu｝ズ1ヌ｝◎1序言01湘書写叫．ユ司

叶。をロレ三1960雌鶏01早船｛｝糾望昇司曹州銀（月刈セ，呈超群戴σ1『帽動画対立呈刈到

『入陪』・1叫芒対角9朴叫ス図モ…鴇戴皇家唄週d1望司入ト角刈川剋唄刈唱導剋u｝．

ユ引剥立間切聾姐比肩モ望昇司’（引銀明刈91早司一7刊冒到半玉｝司補遇叫フ㍗銀エ，里魁

倒立呈芒刈レ州瑚刻刻石7月剛毛｝糾到  誓司「入レ暑」潮暑糾到一丑を司・歩射寺判01

銀叫．｛…・司・7胡国潮刈週司・州91胡 「寸寸」舎豆01ズ1鴇モ∋岳糾入1ム逆潮昏念翻倒ヌト暑

刺老司万引σiゑ立国，王E重｝呈華車刈レ1国司召糾朝月司書野司勉暑を避道釧司司｛さ

骨舎司到ロ1司淵司遇環。1亡｝，。1早7図剖勉会豊町田図喜t杷，刃7回1〈ヒ・♀互想｛｝

銀｛｝『人置』司剋｛｝糾唄紐ス1司厨皇呈早司季甘司到青刈刃1前貸釧｛｝叫製租刈若男潮

切暑。】銀銀じ｝エ暑牛市u｝．刃音♀引音01⇒入1『暑君』判司入Pヨ苦暑司甫エ言ド…環

書振囲州型到『入ト暑』剤一図老司吾立呈重畳詔叫。ト目u｝．皇司司剋Z｝測刈時『入｝暑』

薯・可忌早唄聾者三早園毬牛叙セ謂上司刈暑叫層名園室日吉ト明，711叫井ユ唄創立

呈三71｛劃｛｝料醐1時計｛｝喋∋手討露・991・い鎖｝｛｝1盤…耳．。1司魁r入｝暑』到耳

想書志1昂騰立呈刈皇1え｝暑輩出と小量ム司♀・ヨ刈三フ腿聾上司重言ト・月・洋・咽エ銀

芒曽儒書奨皇司エ言トヒ唄。1叫．刈圃司子旦釧・判司入団苦竜含望（川早コ．ス酉呈｛｝到

ロ樟刷．r暑壁糾』呈到程。1茎司瑚エ銀セ衣01叫（J・㎜田・fM・麓翻（九且鵬1996：

を社旦週早望室｝至）」（内堀1997：4－5）．否遇司朴司釧「亙暑」望「■到刈呈｛｝唱モ｝週

且層01刈含肩国淵銀叫．ユ司エ♀司暑到遭逢1三〇1司を掌骨皇｝（¶刈想冴司明苓環。】

じ｝．

 01甘立呈 「明野暑叫」卦算 喜（『叫 糾昇言回 望喜到 「想暑｛｝糾」望子，ユ章句

豊唯一セ・「入陪」，暑遇暑糾曽子明野磐（〉刊司洲7”豊δη旦銀・司・．

 ユ碧，妊テ91甘官舎61u糀｝升．青谷望エ戴セ日｝呈セ1990遇司ol早司1，舜司朴，

碧暑λ國豊噌01蓋叫ゑ立ロ1，1995喧週早早司室｝遍刈司01盤01イ｝噌肩銀u｝．圧魁
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四型｛｝叫611司洲刈三1997遇州想垂剋〒・司’司升唐尋瑚朝，71吾ズ1『三豊剋〒』フ｝君

噌肩71入囚・蝕叫．。慢i・習自判｛｝酬囚墾管制・ぽ屠司1朗剛杢7刊井手71暑日梶｝τL里

雪重｝号酬三「想望暑叫」予告吾明7トユ司呈薯書月明ズ1エ銀1斗エ想冴瑚叫，聾号司因

モ…明旦刈フ月上弓子層梨エ銀立困，王．妊ユ書（月升耳叫川セ唄野州司8湾升旦那雫

71暑‡ヨ｝亡君ト．

3「ノ理論｝ズ日蝕’入㌃」 望子心高・川司司

 。1剋組入回71ま叫宅唄薯想暑刈呈入ト。1u｝．ユ司エ。1益入P習釧三碧明1然…環

01エ竜軒01r｝．

 望喜三入1入国到｛…朝司ツト薯瑚科立呈剤姻宅1920雇1荊611冒瑚司思叫古トセ三入1

号舎書至三三71入14妊今和次郎叫，望遍到呈朴州司司エ翼司’（Mod㎝ology）01叫

ユ噌口重｝唄011927雇到 「る朴暑・石弓君司」司三門亡｝，「01週二月モ三3三号魁

♀司暑・1認を望釧組入二月u｝．入國聾暫暑♀司暑芒フP§司皇嗣エ翼下立呈

剤銀立吐エエ叫潮尾三二翼q回引甚入門旦ユ銀告目じ｝．斉む刈団子州旦・1ゼ

明司7図暑・君田71罵・苛祠，ユ蚤朴曽咽暑明響洲苛里奪金刀㍗，6珊司司亙司糾エ

銀三子円しi叫」（今和次郎「エ竜叫」p．495三司と誉垂）叫ユ蝕立明，エ竜聾舎槽豊

呈λト入ト下潮噛咽立呈刈，♀組エエ叫：叫斜四日1皇｝d囚子下倒銀吟．

今和次郎セ，刃司釧暑舎明巨鋸含凌ゼ唄斗苦入1州，7ド習川釧想暑刈司呈ゼ二
二烈τ斗． 「古｝・r宍Lノ善 ・入㌃暑至人｝・ （1） 」  （25 遇） ， 「ζ号 （II） 」  （25 kユ） ， 「くユフ｝・碧≦≧1 ・入｝暑

至朴」 （26唱）州刈園司周01剋7ト閣下釧朴暑丁田呈入ト升ユろlo1τ斗．「ユ朴君91

杢♀二二ユ朴君釧 想暑週早釧 剛碧｛｝ズ1月エ銀1斗」（1926 「型フト型91入｝暑

至朴」p．347）叫エ督皇呈刈ユ剤著書呈母苛α1ユ入｝君司判フ困三塁｝甘91碧君斗

眉磐置針越・午銀叫エ銀立明，冴刈磐！繋∋冴刈青司1司司ユ司聾呈朴暑胡

弓イ｝1斗遇4ズ1曽ユ司エz：卜別冒・斜想暑甘到対01暑〒・利司皇呈三司盟牛銀t｝エ

手そ風叫．

 。1司当今和次郎釧・選z｝三石7耳入碇1唄。1「想暑止血印叫」。｝叫．。1蚤入P習金手三碧

疋田ゼ，「『想垂刈想日1司’』01叫セ01暑皇呈♀司号01竜司望薯想暑叫司司号暑望子暑

フ耳入1聾授書1975思3魁01飯耳『槽望ス刑吐想暑含♀1洲入ト壱暑01杢昇苛コ．銀芒暑旭皇

畳をu｝．告善◎1L｝σ1善。1叫唱ユ皇｝司1想祉刈三暑・判巷唄01耳♀司暑01墨母司甘立呈

室｝唄含碧t刊三入1フド習ol旦呈。1層♀囚潮組早フ｝杢司想書三子01亡｝．暫茎♀日工｛｝

フド暮州暑明社渦潮甘晋，01叫エ想司’銀立峠フド蜜月暑（川社草州『な署』皇呈早旦セ唄

罫引｛葺・｝叫エ想z恒興亡倍噌碧皇エ早旦71呈銀珠『フ圃呈子』，『杢ス1苦』号・月月プレr

層z｝戸立1斗， 左呈署011四川子署，暑入陽州刈糾｛≧入｝・暑州01旦71叫ズ1組早手型碧豊

暑署書王脅沸ビ7帽立呈刈『想豊刈』」藍早」旦71呈蝕亡｝」（疋田正博1986「入｝暑皇呈早司
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朝倉 m一

下暑子午叫」中鉢正美廻『ノ理華｝軒91 魁唱』p151）叫エ蝕珠ユ層斗セ甘署叫叫q干杢

十CDI 1980『想暑刈碧隠坊一竜司フ困潮暑君斗入ト骨』号≦≧呈イ］＝遡長銀τ斗．

 ・1司妊想暑ス羽・渉調階隠昇目引刃トま：叫湘錫朔旦喜望喜入国釧網モ｝司。1・図暑

半玉苛ゼ円円 銀1斗．ユ馴し｝01思嘗蛍割石71削回宅ro1旭下戸 望フ回呈朴」曇

ユ唄コトゼ亡ト喜昇丑7ト翌月肩飯叫．01王入ト暑入1憩聾佐藤セ，「碧豊刈釜朴釧昇司薯

皇1社01盤叫升黒毛判司1刈手盟司1呈叫刷朴暑畠フト昔を君王予予α1，ユさド斗苛叫州

明日言トビ朴君釧潮ロ1暑引・司し｝7トゼ唄。回・．望禰叫7刊・冒司剋善ス月例周到三社書

ユ司エ鴻を今和次郎属望戸山呈暑。レトi∋唄01叫エ胡町馨叫」（2002「想暑刈田朴

ノ｝暑一9r早1契｛｝ 畳さ｝・モ∋7｝・」『玉三尋 2002k旦 ノ→音ムちト（君』pp，104－105） モ斗ユ 豊古トこ丑 銀亡干．

 ユ司エ佐藤浩「仁人1潮日1叫刑罰三目四四胡 「電｝テ」斗 「フト尋」一号舜  フト

尋遇外ド山畠｝田翁01エ三戸入に｝斗苦頑：書裂・エ。ト叫旦91唐暑刈呈到巻碧相立呈

糾司手羽釧刈1刈呈し｝Oトフド丑銀叫．ユ司聾垂刈潮碧印暑，妊号三望薯三叫望，響刎

を薯竜刈暑量叫7怪フ｝尋立呈呈エス｝蝕珠暑糾叫里否明い唄胡望掛71旭州ス｝忍

玄同胡雪ユ翌叫，フト叫周章祉6刊閉司豊71暑叫畳τキ．円71刈早目7”頭望到呈刈暑

干・司可7｝セ唄満州モ∋司死軍望潮01暑司一〇1胡セ叡亡トエ想冴魁τ十」（佐藤浩司週含

刈：15）｛斗エ・列含古トエ銀τ斗．

 「。困・翫橿フ回呈入臼セ『フド瓠暑周τ叫呈石入1言動立明， ヨ三魁芒潮暑♀團，

囚君刀図・刈暑翼畠今舗…層：ヰ暑フ図毅叫エ豊岡奈銀u｝．ユ司叫近古トし｝釧日1叫

「遇号」（痢恥秤。1「。レ甥昭望7ト釧る入｝」暑執｝古レ1羽古個セ，司辛番｛｝

冴三一因到ス困，芒釧フト皇子男・判司環。1τ｝．。偲到王母君智計司書「・困碧宅望フ國

王入ト」暑喬｝野望〒・（珊01出刃1笹書舟唄剋7｝，暑奏モ三望01叫コ．望月銀亡ト．

4二王刃｛｝6珊刈釧モ…潮

 弓田呈ス陪司囚；i∋。1糾母野昇司い羽野牛潮聾叫．

（1）「01旭碧唱望フ担る朴司。小潮な司糾

ρ博至入阿附早婚書四切い司銀ゼフL翌号q子ス圏鱗｝尋号潮回喜入圃叫判

司五L割下胡司舟翌｛≧暑巻017レ若・製・唄01u｝．ヨ三魁ユ司司・セ…91絶叫月一、開聞．01週

至入ト四囲舎引立旦社磐船立中刈ヨ三入｝司。国恥尋盈司魁暑牛郎τ｝エ薯じ｝．

（2）想暑刈呈朴舛聾号国司望子

 「。Pヨ三期望フ臼91墨入｝♀喜月下を刈暑門司τ｝．ユ歩立呈望立見到聾号入ト司望

子潮・轡豊州至剛回1君ユ苛三尋電｝珠王醒・劇暑陽明翔奢斗囚叫羽門司・山号入団潮

瑠判司。回ス1暑半誉糾ゼ妊号魁「想塁｝刈干胴鳴」刈入國7ト号層三右呈魁u｝．

（3）量月回聾舛想書｛｝糾

 む司ゼ 望 魁立呈叫剋91想豊薯暑尋入1ヲ1壱入1司井 oトし1叫，祉唱三州 釧を
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暑層叫訓，ス囲円エ召号ス1子テ呈釧思暑。1司唱司立呈望を碧暑（弔‘習磐暑誉今

銀u｝．圧聾ユ層豊薯叫号斗釧入ト。1州昇看言切1斜司剤・ぽ重斗舌庚旦釧ヨ羽司1

刈1♀囲銀立司，叫号三碧刈レ㌃スト号州・醤冴を‘習愈含看今三銀u｝．勉社コ｝｛｝糾潮

入困・川刈胡暑薯，想望呈早日竜可入圃暑豆セ入困01豆干司朝ス泣戴セ環。1叫．

耳司刈旦君輯下智下立国財01旦司三井萢墾肩エ銀モ∋望曇斗妊号曽号到暑糾暑，

苦闘釧誓スト州碧三管叫喜呈哩呈刈立ト叫司・セ望01望立呈斜王入ト暑暑胡召誉望今E

銀｛｝唄。1し｝．

 叫ズ1叫皇呈薯垂釧看ズ1「剋叫田平」山号召斜朴剋舎叫暑魁潮篠原エ今ヲト叫暑垂

司レr墾胡刈セ勉子暑曝」斗「呈刈」叫「三」到刈17図呈笹昇糾エ下身9）．「暑」

釧叫暑垂軒q子セ叫二割暑書ユス國1暑守1子糾吟唱をゴ呈刈」釧叫暑垂望子ゼ

井を号司瑚剋唄皇呈刈・月フ1刈吾忍。1耳旨環。1嘉薯到ロ回母暑スト豆。1叫．

ユ司エ 「三」釧望子セ斜材豊ム三月呈刈叫暑望｝スト豆「三」入ト警言｝（舜；月♀

叫暑下官四三四誹エ三四牛射明1叡モ…・望子01u｝．1斗スト剋会同呈01刈3到

沼を。圏，凹石ス緯モ旭尋ス羽。171マ｝古隙立坪，甘翌週潮司箭（翻囚61剋辱里剤叫

。1旦71外庭暑石ス障（¶フ｝管刃1τ｝7ト巷牛銀刃1調銀立明，暑石叫豆「三」望子言切1

月銀啄暑君ス障暑暑胡想暑金，ユ司ユ想碧司囚観司入団暑叫叫糾芒入困。1

豆子肩σ1ズ1エ郎亡｝ユ想z｝魁叫．

5喫音雪 二王ス倍富山遡蔚唱

 碧刀刃一書薯三等芒釧フ｝予予牡牛を01一三尋をτ斗．糾叫潮型旭含60暑立田

糾明（専ム1入1Z｝含 1尋◎1 10 甚慰三 （琶そ｝7｝竜），唐豊府生性刈三倍舅瑚呈20薯

丹書到豊翌暑・苛ユ，甘セベ社薯豆暑01皇・午銀三昇尋1斗．

 剤碧ス臣，豆暑。1・二三銀刻石墾望牛銀三尋，芒潮暑層司誹唱八三司入門し｝社叫．

互暑入1社。1呈ス博叫望薔曾呈喜州刈肝入1芒釧奄叫．

 室｝7｝ストヒ刃社号到刈舛ゑ呈畳日計ス1昊重｝釧君，召暑号・1自立週尋脅呈喜研因

モ…釧洲。樽｝電｝昇判司剛，01等司囚｛｝日1重ト寒ズ國71判司一司淵隆重｝1斗．

碧王ス陪・書エ牛週礼エ瑚ス困嫡1洲号入陪蝶｝早叫言隙立吐望重｝誓号・判呈萢碧

週叫．

 ユ弔四壁墾呈忌月ー身暦月叫．
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朝倉 剰入幽理

スT
1）  「週入1 塑7㍗    2002kヨ ノ『r替ムちト皇1」｛｝2002遇 10鯉16 r翌 暑平｝ 望子え｝ネ1司◎刊刈 01早（判

  を輔層61芝斗．

2） 「唱望子司」芒，o悼i与里週暑翔71呈 引当釧一骨刈月日1司’暑重｝山州司肝入1口重｝号咽

  暑｛｝尋暑望〒・糾71♀1魁野望引引刈2000旭7魁朔召碧月月じ｝．ユ噌劉巧弁山斗暑暑｛≧

  叫告：叫怨讐．

   選号（率判 困」01聴 望7書 司群 早フ｝ズ1到司暑 凌ユ 銀叫．♀・ヨ 手斜舛 日斜，
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